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身分法一離婚法を含む－は、中国固有の文化伝統の影響を最も深く受け

た法領域であるが、－方では、世界の歴史的発展の潮流の中、各国の婚姻

観念と制度にある程度の融合が見られるようになっており、現行の中国離

婚制度にLても、民族の優秀な文化伝統を承継L発揚する面もあれば、時

代の進歩にともなって絶えず更新L改革Lていく面も見られる。

1　離婚観、離婚法、離婚率

中国の伝統社会は宗法社会であり、祖宗を重んじて「上帝」を重んぜず、

宗法の信条を重んじて宗教の信条を重んじない。伝統理念では、婚姻は普

通の民事関係であり、離婚は正常な婚姻行為である。世俗の眼と社会生活

の必要が婚姻の質を評価する基準とされ、婚姻関係を取捨する根拠とされ

ている。その結果、ヨーロッパ中世の散会法における「離婚禁止主義」と

はまったく異なった「離婚許可主義」1が形成され、そのことが現在の中国

人の婚姻観念に深く影響L、「不合理な婚姻関係は解除すべきである」と

の準則が人びとに普遍的に受け入れられるようになったのである。

中国史を遡れば約1，400年前の紀元7世紀には、すでに法律の中で「和

離」と称する婚姻関係解消の方式が確認されていた。遣っている法律の条

文と出土Lた離婚資料から、「和離」の理由は「情不相語」であったこと

が明らかにされている。そLて、関係文書ではまったく当事者の過失に触

れられておらず、「無責主義」離婚制度の徴表が見られた。この制度の発

生は、儒学の「中和」理論と宗法集団の内向的特質を源としていた㌔近
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代社会 に入 っ て か ら は ､ 新 しい 法律は ｢ 両願離婚｣ の 形態を保留し ､ こ れ

が現代の ｢ 協議離婚｣ 制度をうち立て る基礎 とな っ た ｡ 中国 の 195 0 年婚姻

法と19 80 年婚姻法はとも に協議離婚制度と裁判離婚制度を設けた ｡

前世紀6 0 年代末に ア メ リ カ か ら始ま っ た離婚革命は ､ 過失離婚主義に替

えて ､ ｢ 回復できな い 婚姻 の破綻｣ を離婚 の 唯
一

の 理由とする無過失離婚

主義を持ち込ん だ ｡ 裁判離婚の法定原因にお い て自由離婚主義 の理念を真

に実現した の である ｡ 自由離婚主義は ､ 1 種 の権利平等離婚主義一 離婚権

を有する主体の法律上 の地位は平等
-

で ある ｡ 夫婦の どちらも ､ 男も女も ､

過失の あ っ た者も無過失の 者も ､ 法定手続に したが っ て離婚を提起する こ

と が できる ｡ 無過失離婚主義は ､ 離婚にあた っ て当事者に具体的な離婚事

由を提示するよう求める こ と はな い の で ､ 法廷に お い て当事者が互 い に相

手を責め る ような こ と は減るだ ろうし ､ 挙証責任も減少され る ｡ それ と と

も に ､ 当事者が偽証 したり ､ 双方が手を組ん で法廷を偏したりす る ような

こ とも減 る だ ろう ｡

2 0 世紀末 ､ 世界の多く の国々 で無過失離婚主義を採り入れ る よう にな っ

た が ､ 無過失離婚主義 の破綻原則 の採用は ､ 法系の ちが い や社会制度シ ス

テ ム の ちが い を超えて い る ｡ つ まり､ 大陸法系であるか英米法系であるか

を分かたず､ 資本主義国家であ る か社会主義国家であるかを問わず､ い ず

れ にも採用されるも の となり ､ 離婚法発展の 世界共通 の 趨勢 とな っ て い る

の で あ る
3
｡ 中 国もまた ､ 1 9 8 0 年婚姻法で無過失離婚制度を採用 した ｡ 無

過失離婚の 法定離婚原因 の立法モ デ ル には主に 2 種類あ る ｡ 1 つ は ､ 徹底

した破綻離婚主義を実行するも の である ｡ た とえ ば ､ イ ギリ ス や オ
ー

ス ト

ラ リ ア は離婚法で婚姻関係破綻を離婚 の 唯
一

の 原因 と し ､
一

定期間 の別居

に よ っ て 婚姻破綻を推定するも の と して い る ｡ い ま 1 つ は ､ 破綻主義と有

責主義を併用するも の で ､ た とえばフ ラ ン ス 民法は合意離婚と破綻離婚を

定めながら ､ さ ら に有責離婚( フ ラ ン ス 民法23 0
⊥24 0 条) を規定して い る ｡

ま た 日本民法も 4 種類の離婚事由 ( 不貞行為 ､ 悪意の 遺棄 ､ 生死不軌 精

神病) を具体的に列挙したうえで ､ その他婚姻を継続しがた い 重大な事由
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と い う抽象的離婚原因を規定して い る ｡ 中国 で は ､ 19 80 年婚姻法は前者の

立法 モ デ ル を採用したが ､ 2 0 0 1 年改正 の婚姻法は後者の立法モ デ ル を採用

して い る ｡

中国の 半世紀余に わた る離婚率を見るとき ､ 何 回か の大きな変動を経験

して きた こ とが分か る ｡ 19 5 0 年代初め ､ 離婚率は歴史的な記録をうち立て

たばかりか ､ 急激な上昇と急速な下降を見せ る と いう特色を示した ｡ それ

は主に､ 当時戦争が終息し ､ 新た な社会制度が作られ ､ 経済 が復興し､ 女

性の就業が増加 した ､ と い っ た数多く の要因が重な っ た こ と に よる ｡ とり

わけ婚姻刺度に対する重大な革命は ､ 家庭生活と夫婦関係に ､ より直接的

で ､ より顕著な影響を及ぼ して い る
4
｡ 次の 196 0 年代初め の 離婚率の逓増

は ､ 3 年続きの大飢纏と関係して い た ｡

前世紀の70 年代末に始ま っ た改革開放以来 ､ 中国 の婚姻 は基本的には高

い 安定状態にあ っ た と は い え ､ 離婚率と離婚 の 絶対数はとも に年ご と に緩

やか に上昇して い く趨勢を示した ｡ 改革開放が始ま っ た19 7 8 年の 離婚率は

4 . 8 % で あ っ た が ､ 2 0 0 3 年に は16 . 4 % に まで 上昇し ､ 2 5 年間で離婚率は11 . 6

ポイ ン ト上 が っ た の で あ る ｡ 離婚の絶対数を見ると ､ 2 0 0 3 年 の 中国離婚総

数は13 3 . 1 万件 に達 し て おり ､ 1 9 7 8 年 の離婚総数の28 . 5 万件 と比 べ ､ 2 5 年

間で離婚の絶村数が104 . 6 万件増え て おり ､ その 増加率は3 6 7 % にまで達し

て い る ｡

1 9 7 0 年代末に始ま っ た離婚率の持続的上昇は ､ 1 0 年の 内乱(文化大革命)

で蓄積された婚姻 の危機が顕在化したも の で ある と同時に ､ 経済シ ス テ ム

の 転換と現代化プロ セ ス の 中 にある社会が離婚の趨勢に寛容にな っ た こ と

や ､ 生活方式や価値観念が多元化した こ と の 延長線上にある ｡ さ ら に物質

的な生活の水準が改善された結果 , 婚姻 の質に対する人びと の要求や愛情

に対する期待が ､ それ と相応 して高ま っ て い っ た こ と の 反射でもあ る ｡

中国の 改革開放以来 ､ 生産力水準 の向上と物質的生活条件 の改善によ っ

て ､ ますます多く の夫婦が質の高 い ､ お互 い に 満足 できる婚姻にあ こ が れ ､

そ れを追求する ようにな っ て おり ､ そ の 一 方で ､ 生理的必要や子孫を残す
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必要を満たすだけの低 レ ベ ル の婚姻が動揺 して い る ｡ 次に ､ 既婚女性 の経

済的地位の向上 は ､ 社会 ･ 婚姻生活におけ る彼女たち の独立自主 の 意識と

能力をたえず増強し つ づ けて おり ､ ｢ 理想的 でな い｣ と考えられ る婚姻一

過去 であれば共に白髪になるまで添 い 遂げる こ とが で きたかもしれな い
-

の 解消離散 の 勢い が拡大して い る
5
｡ ま た ､ 市場経済 の発展と諸 々 の 社会

変革にともな っ て ､ 人 び との活動空間が拡大し ､ 行為方式や倫理観念が複

雑多様とな っ て い る た め ､ 役割が変換したり家庭で の 職責が再区分された

りする新しい 環境に
一

部の若年夫婦は適応できず､ 夫婦 の心理的な衝突に

対して調節をお こ なう必要のある こ とを軽視したり ､ ある い は二人とも職

に就 い て い る夫婦で は ､ そ の精神的ス ト レス に よ っ て婚姻に対する心理的

許容レ ベ ル が引き下げられ ､ その結果 ､ 離婚が苦境を脱する最良の選択で

あ る と誤解して しまう場合も多い
6

｡ さら に ､ 計画出産政策が社会的に定

着する に つ れ て ､ 子の数は減少し ､ ま た家庭構造は縮小 し ､ 子 ･ 親族ネ ッ

ト ワ
ー

ク の 夫婦 ･ 婚姻 に対す る凝栄作用が弱ま っ て い る ｡ 以上 の 要素す べ

て が離婚に影響を与える原因に な っ て い る の で ある ｡

筆者は ､ 中国婚姻法の立法面で の変化もまた ､ 客観的に離婚数に影響し

て い る と ､ 考えて い る ｡

1 9 8 0 年に 中国で 2 番目 の婚姻法が公布され ､ そ こ で 初 めて ｢ 夫婦の感情

が確か に破綻して い る｣ こ とを判決離婚の 法定基準と した ｡ そ して1 98 1 年

の 離婚数 (絶村数) は198 0 年 に 比 べ て 4 . 8 万件増えた ｡ 1 年間 の 離婚増加

率は1 4 . 1 % に も達 した の で ある ｡

2 0 0 1 年 4 月 に 中国婚姻法改正案が公布施行された ｡ 感情が確か に破綻し

て い る こ とを裁判所が認定するため の具体的事由をそこ で い っ そう明確に

した の であ っ た が ､ 2 0 0 1 年は2 00 0 年に 比 べ て離婚数が3 . 7 万件も増加 し て

い る ｡

20 03 年8 月 に 国務院が婚姻登記条例を公布した ｡ そ こ で は協議離婚登記

手続が大幅に簡略化された ｡ 自由意思によ る離婚の当事者双方は ､ そ れま

で とは異な っ て ､ 本人 の所属組織が発行した紹介状を持参する必要はなく



1 7 6 中国法に おける裁判離婚原因の 理論と実践 (囲谷)

な っ た し ､ ｢ 1 か月｣ の審査期間を経る必要もなくな っ た ｡ 婚姻登記貞は ､

自由意思 による離婚で ､ か つ ､ 離婚 の取決めが でき て い る申請者に つ い て ､

その 場で離婚登記を処理しなければならなくな っ たの で あ る ｡ そ の 結果 ､

20 03 年の 離婚数は ､ 194 9 年以来の最高点に達 し､ 1 3 3 . 1 万件で あ っ た ｡ そ

の 絶対数は20 02 年の もの と比 べ て15 . 4 万件増え て おり ､ 1 年間 の離婚増加

率は13 . 1 % に達 して い る ｡

中国経済が発展し ､ 都市化が進行し､ 人 口流動が頻繁となり ､ 住民 の 生

活レ ベ ル が上 が る に ともな い ､ 社会 の価値観念と生活方式はさらに多様化

の方向 へ と進み ､ 離婚､ 単親､ 独身そして不産は ､ 日 ご と に中国人 の常態

の生活方式となり ､ 個人 の自由選択に任されるようになる で あろう ｡ 計画

出産政策の慣性的作用
7
に よ っ て ､ 家庭構造もまた日 ごと に小型化し ､ 核

家族化して い くであ ろう ｡ 社会お よび子 ･ 親族ネ ッ トワ ー ク の婚姻に対す

る凝衆作用 は今後も弱ま っ て い く こ と になる だ ろう し､ そ の結果 ､ 離婚の

経済的代価 ､ 社会 コ ス トお よ び心理的圧力はたえず下 がり つ づ け､ また減

少し つ づ ける こととなり ､ 離婚と い うリ ス ク は増え つ づ け る こ と にな ろ

う ｡ 他方､ 中国はその 地域が遼遠で ､ 都市と農村お よ び沿海地方と内陸地

方 の発展がきわめ て ア ン バ ラ ン ス で ある こ と に より ､ とりわけ農村 の社会

保障シ ス テ ム が未整備で ある こ とか ら､ 子を産み育て る こ と の養老保障効

果によ る婚姻主体の多子多福 の 出産願望 ･ 出産 モ デ ル を変え る こ と は難し

い ｡ それ に加え て伝統文化 の慣性 や高齢者 ･ 幼年者を扶養し養育す る重

圧 ､ 代替資輝の 欠乏に よ っ て ､ 離婚 の 諸 コ ス トは下降するかも しれな い が ､

や はり依然低くはな い の で あ る ｡ 現代化された都市で社会が離婚に比較的

寛容であ っ た と し ても ､ 子 の 利益 に対す る考慮や経済条件 ･ 住宅事情な ど

に制約され ､ 離婚を決定する にあた っ て 人び と はなお慎重な の であ る ｡ さ

らにまた ､ 社会規範は依然として家庭 の責任と婚姻道徳を強調して おり ､

中国 の離婚率は相当長期にわた っ て持続的に増加する であ ろうが ､ その 増

加幅は大きくはならな い で あろう ｡ ただ し ､ その 中でも都市化 ･ 現代化の

発展が比較的速く ､ 社会と家庭 の乗合力が明らか に弱 い 地区 の離婚率 の増
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加幅は ､ 相村的にやや大きくなる であ ろう ｡

2 裁判離婚原因をめ ぐる議論

177

中国 の伝統文化で主流を占め てきた の は ､ ｢ 離婚許可｣ 思想 と中国人 の

平和な離婚観であ っ たが ､ それ らは ､ 歴史上大い に流行 っ た ｢ 10 の お寺を

壊しても ､ 1 つ の 婚姻 は壊さな い｣ と い う離婚制限思想とともに ､ 中国離

婚思想史に お い て ｢ 対立 の統
一

｣ と して併存して い た ｡ 社会主義の倫理道

徳と共産党の婚姻家庭政策の離婚に対する態度もまた ､
こ れ と類似 した矛

盾の統
一

と い う特徴を具体的に帯び て い る ｡ 2 0 世紀前半の 中国新民主主義

革命時期 の共産党革命根拠地の婚姻立法から ､ 中華人民共和国の婚姻立法

に い た るまで ､ 離婚 の自由を保障し ､ 軽率な離婚に反対する ､
こ とが核心

思想と して貫かれ てきた ｡ それ は離婚立法の 基本原則でもあれば ､ 民政機

関が離婚登記を処理し ､ 裁判所が離婚判決を下す にあた っ て の指導思想で

もある ｡

どの ような裁判離婚原因であれば ､ 離婚 の自由を保障しながら ､ 軽率な

離婚に反対する と いう思想を正確に表現でき る であ ろうか ｡ こ の 問題は中

国法律界で何十年も議論され てきたもの であ る ｡ 19 5 0 年代､ 中国法律界で

裁判離婚基準をめ ぐ っ て議論
8
が お こなわれ て い る が ､ その当時の 主要な

論戦の双方当事者たちは
■
､ それ ぞれ ｢ 感情説｣ と ｢ 正当理由説｣ と に拠 っ

て い た ｡ ｢ 感情説｣ に依拠する人たちは ､ 裁判所の 裁判離婚は夫婦 の感情

が破綻して い る か どうかを考慮しなけれ ばならな い ､ 感情が破綻し て い る

な ら ば離婚を許さ かナればなら か ､ し , 感情がまだ破綻して い な い な ら ば

離婚を許す べ きで は か ､
､ と主張した ｡ ｢ 正当理由説｣ に依拠す る人たち

は ､ 裁判所 の裁判離婚は当事者が正当な離婚理由
~を提出する ことが できる

か どうかを考慮しなければならな い ､ 正 当な離婚理由があるならば離婚を

許す べ きだし ､ 正当な離婚理由が か ､ な らば離婚を許す べ きで は か ､
､ と

主張した ｡ ｢ 正当理由説｣ は当時イ デオ ロ ギ ー

領域 で主導的地位を占め て
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い た左傾思潮と合致した の で ､ そ の後2 0 年間､ ｢ 正当理由説｣ が基層法院

における離婚審判 の 方向を理論的に導い て きた ｡ つ まり ､ 当事者がプ ロ レ

タ リ ア階級の倫理道徳の 政治化に合 っ た離婚理由を提出する こ とが できな

ければ , 裁判所 に離婚を認め て貰う こ と は難しか っ た の で あ っ た ｡ 1 9 8 0 年

に婚姻法が制定され るま で に は ､ 左傾 の 政治化する離婚観と離婚政策は清

算され ､ ｢ 正当理由説｣ は ｢ 有責主義｣ 離婚思想を伝えるも の で ある と み

なされ て冷遇され る よう にな っ た ｡ そ して ｢ 破綻説｣ が裁判離婚原因 の 主

流となり ､ 婚姻法に書き込まれた ｡ 1980 年婚姻法2 5 条は ､ ｢ 夫婦の感情が

確か に破綻して おり ､ 調停が調わな い｣ こ とを裁判官の離婚判決 の基準と

した の であ っ た ｡ 1 9 9 0 年代に入ると ､ ｢ 破綻主義｣ は新たな分裂を生じた ｡

2 0 0 1 年の 婚姻法改正 にあた っ て ､
一

部の学者は ｢感情が確か に破綻｣ して

い る こ と か ら ｢ 婚姻関係が確かに破綻｣ して い る こ と へ と修正する よう意

見を提出し ､ こ こ に現在ま で続 い て い る ｢ 感情破綻説｣ と ｢ 関係破綻説｣

と の 学術上 の争 い が惹起されたの であ る ｡

｢ 感情破綻説｣ の 観点は50 年代 の観点に倣 っ て おり ､ そ れ ほ ど大きな発

展はな い ｡ 主 に マ ル ク ス の ｢ 離婚法草案｣ が提起 した ｢ 裁判所が判決する

離婚は ､ 婚姻内部 の崩壊の記録 でありうる にすぎな い｣ と い う部分と ､
エ

ン ゲル ス が 『家族 ､ 私有制および国家 の起源』 で説 い た ｢ 愛情 のな い 婚姻

は不道徳な婚姻である｣ と いう部分に依然と して根拠を求めて い る ｡ ほ と

ん どの 人が純粋に理想化して愛情を婚姻 の 唯
一

の 基礎だと考える こ とをや

め て しま っ て い る の に ､ ｢ 感情破綻説｣ の学者たちは ､ も し｢ 感情の破綻｣

以外に別の 要件を加えたならば､ そ れ は実際 に は感情の 要素を副次的地位

に追 い や る こ と である とし ､ 裁判離婚の 法定原因を｢ 感情 の破綻｣ から｢婚

姻関係 の 破綻｣ - と改変する こ と はまさ しく こ の表れ の 1 つ で あ る ､ と相

変わらず主張して い る の で ある
9
｡

｢ 関係破綻説｣ は ､ 硯行婚姻法に対する批判を基礎として ､ 外国の立法

を参酌しながら提起され てきた ｡ 学者たちは ､ 次の よう に指摘する ｡ 夫婦

の 感情が確か に破綻して い る こ とを裁判離婚原因とす る の は ､ 少なくとも
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次 の 4 つ の 点 で妥当性を欠く ｡ ①夫婦の感情は人 の心理や情感と い っ た精

神活動の カ テ ゴリ ー に属 して い る ｡ そ れ は法律が直接規律する こ と の で き

る カ テ ゴリ
ー で は か -

｡ 社会関係および法律関係として の実体的な婚姻関

係であ っ て は じめ て ､ 法律が規律す べ き村象とな る の で あ る ｡ ②夫婦の感

情は個性化された主観的色彩を濃厚に帯び ､ 奥深 い レ ベ ル の 隠蔽性をそな

え て い る の で ､ 当事者自身もしばしば ､ それを得心する こ と は できても ､

そ れ を こ と ばで表したり ､ 推し量 っ たりす る こ と が できな い ｡ そ の 結果 ､

離婚裁判 の 随意性と不確実性を増 したの である ｡ ③婚姻は ､ 男女両性の精

神生活 ､ 性生活および物的生活の 共同体と して存在して い る ｡ 感情の交流

は ､ 夫婦の精神生活の内容にすぎず､ 婚姻の本質を構成し て い る他 の 2 つ

の 部分と等値で はな い し ､ 取 っ て 代わ る こ ともできな い ｡ した が っ て夫婦

離婚をもたらす 一 切 の 要素を包括する こ とも できな い ｡ ④ ｢ 感情が確か に

破綻｣ す る こ とを離婚の法定原因とする に は ､ 必ず結婚後に夫婦に感情が

存在した こ とを前提とし ､ 感情が破綻して離婚する こ とを結果と して い な

ければならな い ｡ しか し現実生活で は ､ 一

方で ､ 感情が育た か ､ まま に婚

姻しそれが存続して い る場合もけ っ して少なくはな い し ､ 他方で ､ 長期 に

わ た っ て 裁判所 に認められ ､ か つ ､ 実務で しば しば発生 してきたあ る種 の

離婚事件､ た とえば 一

方が失綜したため ､ ま た は病気を患 っ て い る た め離

婚する事案などは ､ 婚姻 の基本的機能お よび目的を達成 しがた い 場合 に属

して おり ､ そ こ で 示さ れ て い る の は ､ 婚姻 の破綻であ っ て ､ い わ ゆる感情

の 破綻で はな い の で ある ｡ した が っ て ､ 婚姻関係の破綻と離婚と の 間 に こ

そ ､ 論理的な 一 致 と因果関係の必然性が存在する の で ある
10

｡

裁判離婚嘩因を ｢夫婦の感情が確か に破綻｣ した こ と から ｢婚姻関係が

確か に破綻｣ した こ と へ と改め ようと いう議論は ､ 社会に強烈な反響を引

き起こ した ｡
一

部の 部門は ､ ｢ も し離婚でき る事由を軽々 しく修正 したり ､

具体的に列挙したりしたなら ､ 離婚要件を緩和したとの誤解を生ずる の で

は な い だ ろうか｣ と主張 しf=
11
｡
マ ス メ デ ィ ア もまた ､ 離婚原因 の 修正 は

離婚要件の 緩和か ､ それ とも離婚難易度 の増加か ､ と い う タイト ル や ､ は
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ばかる と こ ろもなく盛り上がり ､
一 時期大い に騒ぎ立 て て い た ｡ 筆者 の見

る と こ ろ で は ､ 離婚原因 の修正は ､ 離婚要件 の緩和や離婚難易度の増加を

意味するも の で はな い ｡ 実際､ 最高人民法院は198 9 年に 1 つ の 司法解釈 ､

すな わち ｢ 人民法院が離婚事件を審理する にあた っ て夫婦 の感情が確かに

破綻して い る こ とをどの ように認定するか に関する意見 [ 関千人民法院審

理離婚案件如何認定夫妻感情確巳破裂的若干具体意見]｣ を出し ､ 夫婦 の

感情が確か に破綻して い る と認定して離婚を認め る こ と の で き る10 余種類

の事由を示したが ､
こ の 司法解釈が全国の裁判所で使われ て1 0 余年､ い ま

だに離婚要件 の緩和または離婚難易度 の増加 の 疑い があ る と は言われ て
い

な い ｡ 残念な こ と に ､ 立法機関は法学界の意見を完全に は採用しなか っ た ｡

2 0 0 1 年 4 月改正 の婚姻法は依然として ､ 夫婦 の感情の破綻を裁判離婚原因

として い る ｡ 同法3 2 条2 項は ､ ｢ 感情が確かに破綻し ､ 調停が調わな
い と

きは ､ 離婚を認めなければなら か
､｣ と規定し て い る ｡

婚姻法3 2 条2 項 ､ 3 項は例示主義の立法方式を採用 し ､ ｢ 感情が確か に

破綻し､ 調停が調わな い ときは ､ 離婚を認めなければなら か
-｣ と い う概

括的な基準 の後に ､ 夫婦 の感情が確かに破綻して い る こ とを確認する 5 種

類 の事由を具体的に列挙した ｡ ①重婚また は配偶者 のあ る者が他人と同居

す る場合 ､ ②家庭内暴力を振る い ､ また は家庭構成員を虐待 ､ 遺棄する場

合 ､ ③賭博 ､ ア ヘ ン 中毒な どの悪習があり ､ 何度教育され ても改め か
- 場

合､ ④感情が不和 で 2 年以上別居して い る場合､ ⑤夫婦 の感情が破綻する

その 他の事由｡ こ の 5 種類 の事由の中 ､ 前3 種類は ､
一 方ま た は双方に過

失があり ､ 夫婦 の感情の破綻を推定するも の である ｡ ④ は双方が
一 定期間

別居 して い る こ とをも っ て感情の破綻を推定するも の であり ､ ⑤ は概括的

規定で ､
どの ような事由であろうと ､ 夫婦 の感情が確か に破綻して い る こ

と の 証拠を当事者が提出できさえすれ ば､ そ こ で夫婦 の感情が確か に破綻

し て い る と み なす こ とが でき る ､ と い うも の であ る ｡

婚姻法3 2 条4 項 は ､
一 方が失綜を宣告された場合 に ､ 他方が離婚訴訟を

提起する ときは ､ 離婚を認め かナればならな い ､
と規定して い る ｡ 同項の
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確立 した離婚原因は ､ 夫婦感情が破綻したか どうか とは関係な い し ､ 過失

とも関係し て い か -
｡ それ は 1 種の事実行為であり ､ 配偶者の 一 方が失綜

したと い う事実が確定されたならば ､ そこ で離婚を許可すると いうも の で

あ る ｡

3 例示された離婚原因と裁判実務の差

現行婚姻法3 2 条は ､ 有責主義の 影響が残 っ て おり ､ 例示の内容を見る と ､

過失主義離婚の色彩がかなり濃厚とな っ て い る ｡ 夫婦の感情の破綻を推定

す べ き 5 種類 の事由の中 ､ 前3 者は
一

方ま た は双方に過失 の あ る場合 であ

るが ､ 他方 ､ 婚姻の目的を実現できずに共同生活を続けられ か - た め婚姻

破綻とな っ た事由を挙げる の は少なく ､ わずか に ｢ 2 年間の別居｣ だけで

ある ｡ こう した規定は ､ 裁判実務に反映された離婚原因とはま っ たく合致

して い な い ｡ 実務 で最もよく見受けられ ､ 数も最多の離婚原因が法律上 ､

例示されて い な い と いう こ とである ｡

例示の 目的は ､ 最も典型的で最も代表的な事由を い く つ か列挙し ､ 事件

を審理する裁判官に実際 に適用 でき る基準を提供する と いう こ七 にある ｡

した が っ て ､ 例示 され た離婚原因は ､ 中国人の現段階の離婚訴訟 の実情を

全面的 ･ 客観的 に反映して い る べ きであ る ｡ 筆者はか つ て学生ととも に ､

山東省煙台市 の13 の 基層法院が20 0 2 年に審理したす べ て の離婚事件を調査

した こ と がある ｡ われ わ れ はそ こ で ､ 性格不和によ っ て夫婦関係が破綻し

た無過失離婚が最も多く ､ 大多数の当事者の提出 した離婚原因は ｢ 性格不

和｣ ｢ 争 い が たえな い｣ ま た は ｢ 共同生活できな い｣ で あ っ た こ とを発見

した ｡

2 0 0 2 年､ 山東省煙台市の13 の 基層法院は全部で288 4 件の離婚事件を審理

したが ､ 原告が ｢性格不和 ､ 争 い が たえな い ､ 共同生活できな い｣ を理由

として離婚を請求したも の が16 0 9 件あ っ た ｡ そ のう
.
ち被告が離婚に同意し

たもの が10 09 件で ､ 事件総数 (28 8 4 件) の3 4 . 9 % を占め て い る ｡ こ の1 00 9
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件 の事件 の 中 ､ 4 5 3 件 は ､ 第 1 回目 の離婚提訴の時には被告は離婚に同意

せず､ 第2 回目 の離婚提訴 の時に被告は離婚に同意した ､ と い うもの であ

る ｡

婚姻法は ､ ｢ 重婚または配偶者 の ある者が他人と同居｣ す る こ とを夫婦

感情破綻 の最初 の 例示事由として い る ｡ こ の こ と か ら ､ 中国の現在の 離婚

原因で最も多 い の が こ の種 の現象で ある と人 に誤解を与えるが ､ それは明

らか に現実と符合 して い か ､
｡ 前述 の288 4 件 の 離婚事件を見る と ､ ｢ 重婚

または配偶者の ある者が他人と同居｣ した こ とを理由に離婚を請求した数

はかなり少なく ､ さ ら に証拠不足 に よ っ て ､ 最終的に裁判官に認定された

もの となると い っ そう少な い ｡ 重婚は 1 件あ っ た だけで ､ 配偶者のあ る者

が他人と同居 した こ と に よ るも の は3 件である ｡ その占める割合は微 々 た

るも の であ る ｡ こ の 外 に ､ 被告 に い わ ゆ る ｢ 愛人｣
12
が い る と して原告の

訴えたも の が38 9 件ある が ､

一 方 に姦通行為があ っ た こ とを最終的に裁判

官が認定した の は76 件であ っ た
13

｡

婚姻法は ｢ 家庭内暴力を振る い ､ ま た は家庭構成員を虐待し遺棄｣ す る

こ とを夫婦感情破綻の 2 番目 の例示事由として い る が ､ こ れも現状に合琴

して い な い ｡ 煙台の 実情は ､ 2 8 8 4 件 の離婚事件 の中 ､ 家庭内暴力に係るも

の と して
一

方から訴えられた の が112 件 ､ 公判で 家庭内暴力を認定され た

も の が わずか に3 6 件､ 事件総数(2 88 4 件) の 1 . 2 5 % を占め るだけで あ っ た ｡

2 8 8 4 件の 離婚事件の 中 ､｢ 双方の感情不和で別居 して
一

定の 期間を経た｣

こ とをも っ て離婚を請求したもの が732 件あり ､ そのうち38 7 件は 2 回目 の

離婚提訴であ っ た ｡ 1 回目 に裁判所か ら離婚を許さ か
- とする判決が下さ

れ ､ そ の後も夫婦が別居し てきたと いうも の で ある ｡ 7 3 2 件 の事件 の 中 ､

4 1 3 件は別居 して 2 年以上 が経 っ て い た ｡ 筆者は ､ 煙台の 状況から ､ 別居

が中国人の夫婦感情破綻または夫婦関係破綻を証明する重要な証拠とはま

だな っ て い な い ､ と い う こ と は明らか で あると思う ｡ それ は ､ 中国人の現

在の 急迫 した住宅事情と関係して い る ｡ 別居期間 へ の 要求に つ い て ､ 人々

は その 長短 にまだ定説をも っ て い か
一 に して も ､

一

般 に は次の よう に考え
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られて い る ｡ つ まり ､ 配偶者双方が軽率に離婚するようなこ と の な い 程度

に長くなければならず､ しか し他 の法定離婚原因を適用されるような こ と

のな い程度に短くなければならな い ｡ ま た ､ 別居期間をあまり短く定め て

しまうと ､ より多く の証拠による支配を受けなければならな い 重大な婚姻

不和の法定離婚原因 ( 重婚または配偶者 のあ る者の個人と の同居 ､ 家庭内

暴力など) を名ばかり の もの と して しまうであ ろう ｡

4 分析 ･ 評価

筆者は ､ 立法者が重婚または配偶者 のあ る者の他人との 同居 ､ 家庭内暴

力な どを例示事由の重要な位置に置 い た の はメ デ ィ ア と い わ ゆ る ｢ 民意｣

の影響をかなり の程度受けたため であ ろうと思 っ て い る ｡ 婚姻法改正前

後､ メ デ ィ ア は ｢ 婚外恋愛｣ と ｢ 家庭内暴力｣ に つ い て大量の報道を流 し

た ｡ 上 海 の新聞は ､ 2 0 0 0 年 6 月15 日 ､ ｢『婚姻法』 改正 で半数の 人は姦通に

刑事罰を与える よう要求して い る｣ と の 見出し の 下 ､ ある民意調査の結果

を報道して い る が ､ それ に よる と ､ 姦通 ､ 婚外恋愛および重婚納妾を どの

よう に処罰するか と いう問 い に対し ､ 5 4 . 8 0/. に人 が ｢ 刑事責任の 追及｣ を

回答と して選択 した と い う ｡ また ､ ｢ 愛人を制限す る に は ､ 法律が最も効

果的｣ と いう見出しの下 ､ 某市 の婦女連合会の権利 ･ 利益部の 部長が婚姻

法に ｢ 他人 の 婚姻家庭関係を破壊する罪｣ を増設して法的手段で愛人を懲

罰する よう提案したと ､ 報道した新聞もあ っ た ｡ さ らに多数の新聞とイ ン

タ
ー ネ ッ ト は ､ ｢ わ が 国8 00 0 万家庭 に暴力が存在｣ と の見出し の 下 ､ 次 の

ような調査結果を報道した ｡ ｢ 調査 に よ る と ､ 2 . 7 億 の 中国家庭 の3 0 % に家

庭内暴力が存在して い る｣ ｡ 関係部門 の 統計に よ る と ､ 中 国で は毎年約4 0

万 の 家庭が解体して おり ､ その 4 分 の 1 は家庭内暴力に起因して い る ､ 夫

婦の 一 方に婚外恋愛や姦通 ､ 同棲､ 重婚があり ､ そ の結果 ､ 婚姻が破綻し

て離嬉したもの は ､ 増え る ばかり で減る こ と はな い ､ そ れ ら は
一 部 地域 で

離婚の主要な原因とな っ て おり ､ 離婚事件総数の6 0 % 以上を占め て い る ､
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と例を挙げながら説明する者も い 7=
14

｡ 全 国婦女連合会 の配布した統計書

は ､ 中国 の30 % の 家庭 に家庭内暴力が存在する ､ と い っ て い る ｡ 家庭内暴

力に起因する手紙や訪問に よる苦情相談数は ､ すで に婚姻家庭に係る苦情

相談総数の34 . 5 % とな っ て い る ｡ 1 99 9 年 に広東省婦女連合会が広州市な ど

1 1 の 市で お こな っ た ､ 1 5 89 戸 の 家庭訪問抽出調査で は ､ 2 9 . 2 % の 家庭 に家

庭内暴力現象が存在し､ そのうち7 9 . 4 % は夫か ら妻 に対し て暴力を振るう

も の であ っ た ｡ 経常的 に ( 平均毎月 4 回) また は時に ( 平均毎月 1 回) 夫

から暴力を振るわれて い る の は ､ それぞれ妻の総数の3 2 . 1 % お よび3 9 % で

あり ､ 重大な暴力はますます増える趨勢 にある ｡ 家庭内暴力 の結果 ､ 離婚

したり人身傷害を受けたりす る事件は増えて い る の で ある ､ と い う
15

0

前述 の 報道は内地の
一

般大衆をミ ス
･

リ
ー ドした だけでなく ､ 他方､ 海

外輿論を誤 っ た方向 - と導 い て い く作用を発揮した ｡ た とえば台湾 の新聞

は ､ ｢ 近年､ 大陸で は重婚納妾と家庭内暴力 の 事件が上昇し､ 離婚女性の

権利と利益が保障されず､ 家庭不安が青少年の犯罪を誘発すると い っ た 問

題が生じて い る｣ ､ ｢ 大陸人民 の婚姻関係は ､ 重婚納妾､ 性的差別 ､ 同棲 ､

婚外恋愛と い っ た 問題 に充ち滴ちて い る｣ と ､ 続 けて報道した の であ っ

た
16
｡

確か に 重婚や納妾､ 同棲 ､ 家庭内暴力と い っ た違法行為は ､ 個別的な地

域 ､ 個別的な都市でそれぞれ異な っ た程度で増え て い る ｡ その こ と は ､
一

面 で は ､ 特定の歴史時期にお ける特定の現象で ある し ､ 別 の 面で は ､ 個別

的地域 の 個別的現象でもある ｡ ある客観的現象を正しく叙述 しようとする

なら ､ 全面的 ･ 総合的な観点で分析しなければならな い ｡ 1 つ の 角度､ 1

っ の 側面から の み見る の で あれば､ そ の 間題は必然的に
一 面性を帯び ､ 事

物の全貌を反映する こ と が で きな い も の と な る ｡ ｢ 重婚または配偶者 の あ

る者の他人との 同居｣ を例示事由の首位に置くの は ､ 中国 の大部分 の離婚

が｢愛人の 干与｣ に よ っ て 引き起 こ さ れ た と人に誤解されやすい ｡ そ して ､

中国の婚姻家庭道徳は廃れ て しま っ た の か ､ 中国人 の婚姻はきわめ て不安

定なのか ､ と い っ た疑問を生じさせ る にちが い な い ｡
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実際に は ､ 現在中国の夫婦関係は依然と して高い 安定性を特徴と して い

る ｡ 重婚､ 納妾､ 家庭内暴力等の 問題は ､
一

部 の メ デ ィ ア と女性団体が喧

伝して い る ほ どに は重大で はな い ｡ それ ら の現象に つ い て の描写と統計数

字の かなり の 部分 は ､ 水増 しされ て科学性と信頼性を欠 い たも の で ある ｡

都市と農村の6 00 0 余人の 既婚男女に村して学者がお こな っ た抽出調査から

次の 事実が確かめ られ て い る
17

｡ す なわち ､ 被訪問調査者の大多数は ､ 夫

婦 の相互平等､ 独 立 ､ 信任､ 尊重 ､ 配慮 ､ 理解お よ び幸福感 へ の満足度に

高 い 点を与えており ､ 最近 1 年間に配偶者と別れる こ とを考えた こ と はな

い
､

■
と したもの が89 % を占め ､ 他方､ 常 に離婚 の考えを抱 い て い る の は 1

% に 達しな い し､ ｢ 意の まま にならな い と こ ろ がある からと い っ て も ､ 夫

婦は仲睦まじく白髪になるまで共 に暮らして い く こ とが でき る｣ と い う考

え方を否定する人は 4
0/. にすぎ か -

｡ 平等 ､ 相互信頼 ､ 仲睦まじさ ､
と い

う の が当面夫婦関係 の 主旋律で あり ､ た え か
- 喧嘩､ 暴力 ､ 離婚の 脅威 ､

ある い は夫婦 の感情がすで に薄れ ､ 破綻して い る と自ら述 べ た の は ､ ご く

低 い 割合であ っ て ､ 大多数 の婚姻は ､ か なり強 い 親和力と安定性を備えて

い た の であ っ た ｡ た とえ婚姻関係の破綻な どの不協和音が聞こえてきたと

して も ､ 離婚判決を受けた事件を見ると ､ 双方どちらにも過失がなく ､ 性

格の ちが い で 共同生活できなくな っ た無過失離婚がや はり多数を占め て い

る の で あ っ て ､ 重婚､ 納妾､ 家庭内暴力な どの事情は ､ 離婚事件にきわめ

て小さ い 割合しか占め て い な い の で あ る ｡

離婚立法で破綻主義と有責主義を併用 し､ か つ ､ 重婚また は配偶者 の あ

る者の他人との 同居､ 家庭内暴力な どを例示事由の重要な位置に配す る ､

と い うやり方は ､ 深奥な次元で言うと ､ それ は実は中国立法機関 の婚姻家

庭政策とそ の背後にある価値判断
一 離婚 は や む を得 か 一事柄 で ､ ある場合

には離婚は過失のあ る側 に対す る懲罰であり ､ 無過失の側 に対する支持で

ある - を反映したもの と言えよう ｡ 法律は過失ある側から の離婚の提起を

許して い る の で はあるが ､ 他方が離婚に同意し か - 場合には ､ 相手 の寛恕

を得 ､ ある い は自分で誤りを認め て改め る ことを願 っ た と して も ､ そ の 離
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婚申請は原則とし て許可され な い ｡ 今の 中国で は ､ 離婚は依然として あ る

種の道徳的評価と道徳的批判機能を備えて い る の である ｡ また ､ 性格や気

質､ 生活習慣が合わな い等の ｢ 原則的で は か - 不
一

致｣ をも っ て提起され

た離婚や ､ あ る い は住宅や病気を抱えた例 の 生活問題な どの 困難を
一

時的

に解決できな い た め提起された事件に対 し､ 裁判官は離婚判決を下すこと

に非常に達巡する ｡ も し相手側が離婚に断固として 同意し か - な らば､ 裁

判官の ほ と ん どは離婚を許さな い 判決を下すで あろうし ､ その 場合 ､ 当事

者は 6 か月後 に再 び訴えを提起する しかな い
18

｡
こ の ような仕方は ､ 離婚

の自由を保障し､ 軽率な離婚に反対する ､ と いう思想を体現 して い る の か

もしれな い ｡

筆者がより い っ そう興味をひかれる の は ､ 多く の人々 が離婚原因を変え

る問題 に こ れ ほ ど敏感で ある理由が ､ 離婚率の増加と社会的安定の 関係に

村し て人々 が憂慮して い る こ と に端を発 して い る ､ と いう こ とであ る ｡ 多

く の人々 は直感的に ､ 離婚 は多く の社会問題 ､ たとえば財産争い や子 ども

の問題さら に感情のも つ れか ら暴力事件な どをもたらすとみなす｡ そ して

そ こ で ､ 離婚は社会の不安定をもたらす､ と いう結論を得る ｡ しか し､ こ

れ は 1 種の直感的 別意断にすぎな い ｡ い か なる科学的 ･

統計的デ
ー

タ に依

拠したも の でもな い ｡

人々 が最もよく 口 にする子 ども の問題を例に取ろう ｡ 人 は往々 に して 離

婚家庭の子 どもを正常家庭の 子どもと比較し､ ｢ 単親家庭は子 の心身の健

康にと っ て 不利であり ､ 父母が離婚した子どもは街を妨律 い ､ 違法犯罪 に

手を染める者が多 い｣ と い っ た結論を下す
19

｡ 父母 の 離婚が
一

部 の子ども

に生活困難や精神的な問題 ､ 成績の下降と い っ た様 々 な影響を及ぼす こ と

は ､ 認め なけれ ばならな い ｡ しか しながら子 どもが傷 つ く こ と と父母 の 離

婚とは ､ 必 ず しも直接に つ な が るも の で はな い ｡ 『ア ン ナ ･ カ レ ー

ニ ナ』

で ト ル ス トイ が冒頭書き記した とおり ､ ｢ 世間の幸せな家庭は同じような

もの であるが ､ 不幸せ な家庭はそれぞれ他とは異な っ た不幸せ がある｣ の

で あ る ｡ 離婚した家庭と いう の は離婚するず っ と以前からす で に不幸せな
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家庭 であ っ た ､ と い う こ と はま っ たく明白であ ろう ｡ そうなら ､ そうした

不幸せな家庭 の 離婚後の状況を幸せな家庭と比較する こ と に どの ような意

味がある の であ ろうか ｡ また ､ 離婚がそれぞれ の不利をもたらした で あろ

う こ とを どうや っ たら説明でき る の で あろうか ｡ わた しは ､ も し どうして

も比較した い と い う の であれば ､ 離婚 の前後の状況を比較する こ とが でき

る だけで ある ､ と思う ｡ それ ゆえ学者の 中には ､ 次 の ような意見を述 べ る

者も い る ｡ 離婚が子 ども にもたらす各種 の マ イ ナス の影響と い うの は往々

に して ､ そ の 父母が婚姻存続期間にたえず口 げんかや殴り合 い を して い た

こ とや ､ 父母自身 の素質と関係する ｡ 国外 の学者によ る い く つ か の 研究が

証明して い る とおり､ ｢ 不足 はな い が幸せ で もな い 家庭 は ､. す で に破綻し

て い る家庭よりも ､ 子 ども の心身の健康に対し て より大きな破壊作用を及

ぼす｣
2 0

｡ 父母 が衝突する のを見て家庭生活を憂欝に感じて い た子は ､ しば

し ば父母 の 間の めち ゃくち ゃ な関係が終わると ､ ま る で 重 い負担から解放

され たか の よう に感じ るも の で あ る
21

｡ 米 国 の 学者で あ る L . R o s e r と R .

w ilki n s o n の研 究 による と ､ 家庭 の破綻と青少年 の過失との 間に必然的な

つ ながりはな い
22
｡ 台湾の ある調査 でも ､ 9 9 % の 被訪問者は ､ メ デ ィ ア が

少年犯罪を ｢単親家庭｣ の せ い にする の は公正でな い と述 べ て おり ､ か れ

らが子どもの 非行化と家庭形態とは関係なく ､ む しろ保護者､ 学校および

社会の教育が成功したか どうかにかか っ て い る と考えて い る こ とを示して

い る
23

｡

2 0 0 2 年に 上海市の13 の 区にある30 の 普通小学校
･ 中学校 の ､ 父母が離婚

して い る5 00 人 の児童 ･ 生徒と ､ か れ ら の保護者およ び ク ラ ス 担任に対し

て徐安瑛ら社会学者がお こな っ た調査 に よれ ば ､ 父母の 離婚は確かに相当

の部分の子 ども の福利と心身の発達 に対し マ イ ナ ス の影響を与えて い る と

思われる が ､ その マ イ ナス の影響は
一

部 の研究所が推測し て い る ほ ど重大

なも の で はなか っ た と い う
24
｡ 挫折 は時 に は当事者 の成長と飛躍を促す ､

と の 原理 に よ る ならば ､ 少なか らざる子どもは ､ 父母が別れる と い う創傷

性の事件を経験した結果 ､ 積極的な変化を生ずる であ ろう｡ ま た ､ 子 ども



1 8 8 中国法における裁判離婚原因の 理論と実践 ( 囲谷)

が心身 に傷を受ける要因は多元的で複雑なもの である の で｣ 父母 の離婚事

件自体または両親の欠損にす べ て帰因させる べ き で はな い ｡ 保護者が力を

尽くすか どうか が最も重要な要因であ る し ､ 学校 ･ 社会環境の作用もまた

軽視され る べ き で はな い ｡ 父母 の離婚 は往々 ､ 子 ども の 生活水準の下降を

結果としてもたらすも の でi ) る が ､ 多数 の保護者は自分 の食べ るも のを減

らして でも子 どもに つ ら い 思 い をさせたくな い と願うも の だ し ､ さら に親

族 シ ス テ ム の支持もあ っ た なら ､ 子 ども の心身の健康に村す る不良な影響

は弱まるも の である ｡ 父母 の 間の敵意や対抗が子 どもに緊張や苦痛､ 不安

感を与える こ と は疑 い な い と こ ろ であ るが ､ かなり の部分の 父母は子 ども

の幼児期に激しく衝突するもの であ る し ､ そう でなくとも衝突する時には

慎重に子 どもの前を避けて い る の で ､ 子 ども に村する殺傷力 は減らされ て

い る ｡ 父母 の離婚時に年齢がかなり低か っ た子 どもや ､ 父母 の婚姻継続期

間がかなり短か っ た子どもは ､ その マ イ ナ ス の 影響が相村的に小さ い し ､

時 の経過ととも に子ども の心身の傷も日 ご と癒され て い くも の であ る
25

｡

個人 の婚姻状況と社会状況との 関係は ､ それ ほ ど直接的で はな い し ､ 明

確なも の で もな い ｡ 相村的に い えば､ 経済と就業状況 ､ 人口 ､ 教育程度な

どの 方が社会の 安定に村し､ より重要 で ､ よ り直接的な要因であろう ｡ い

く つ か の 国は ､ 住 民全体に占め る既婚者 の割合が中国よりも は る か に低 い

に もか か わらず ､ 社会 の安定度はそ の た め中国よりも低 い と いう こ と はな

い
｡ それ ゆえわれわれには ､ 離婚は社会 の安定に影響するも の で はな い ､

と信ずる理由がある の であ る ｡ すなわち ､ 離婚が社会の安定に影響すると

いう判断は ､ 1 つ の 虚構 の因果関係な の である ｡ さら に い うならば ､ すで

に死亡して い る婚姻関係を解体する こ と は ､ 社会の安定を破壊する要素で

は か ､

｡ む しろ社会の安定を保持する要素なの であり ､ 人間関係 に おける

衝突 ･ 緊張を緩和する 1 つ の 措置であ る 一 関係が十分 に緊張して い る 2 人

を旧態の 関係に閉じ こ め て おく こ とは ､ こ の 種の 緊張を激化するも の であ

り ､ も し こ の 2 人 の 関係を解消するならば､ 緊張を取り除く ことも可能で

あり ､ 衝突を生じ る危険発生可能性を下降させる こ と にもな る の で ある
26
｡
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究会 ｢ 離婚に伴う諸問題
一
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- ｣ にお ける報告
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一

部で ある ｡)

1 中国の 各王朝は い ずれも ｢ 七 出｣ ｢ 義絶｣ ｢和離｣ ｢ 呈訴離婚｣ の 離婚方式 を

設けて い た ｡

2 陳毅 ｢ 中国的離婚制度
一

伝統 的承継輿更新｣ ､ 『婚姻家庭法国際研討会論文

集』 42 3 頁､ 北京2 0 04 年7 月 ｡

3 王洪 『婚姻家庭法』 1 51 頁､ 法律出版社 (2 0 03 年) ｡

4 1 9 50 年公布の ｢ 中華人民共和 国婚姻法｣ は ､ ｢ 請負い ､ 強迫 ､ 男尊女卑､ 子

の 利益 を無視した封建主義の 婚姻制度を廃止 して ､ 男女の婚姻自由 ､
一

夫
一
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5 各種の 報道が明らか に した と こ ろ で は ､ 近年離婚訴訟事件の60 - 70 % は女性
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6 田嵐 ｢ 中国改革開放後的離婚率研究｣ ､ 前掲注2 論文集4 3 0 頁 ｡

7 中国 の多くの 人口 学者は ､ 国家が3 0 年間実行 して きた人 口増加速度の 減退を

主 要目標 とする計画出産政策の 変更を呼びか けて い るが ､ それ に もか か わらず

こ の 政策が短期間で 変更さ れる 可能性 は大きく な い し ､ こ の 政策の 将来的影響
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9 肖雪慧 ｢ 反対在 『感情破裂』 之外 附加離婚条件｣ ､ 李銀河 ･ 馬憶南主編 『婚

姻法修改論争』 1 72 -

1 7 5 頁 ､ 光明日報出版社 (1 9 9 9 年) ｡

10 曹詩権 ｢ 裁判離婚標準的評価輿選択｣ ､ 前掲注 9 李銀河 ･

馬憶南14 4
- 1 4 6 頁

を参照せ よ ｡

11 全国人民代表大会法制 工作委貞会副主任 の 胡康生 の ｢ 関干修改婚姻法的講

話｣ ､ h tt p : / / n e w s . s o h u . c o m / 20 0 00 7 09 / 1 00 0 94 .b t m l ( 参照 日20 0 5 . 12 . 2 0) ｡

1 2 ｢ 愛人 [ 第三 者]｣ は ､ 中国で は ま っ たく不確定な概念で あ っ て ､ 法 的概念

で は な い ｡



1 9 0 中国法に おける裁判離婚原因の 理論と実践 ( 固谷)

13 現行婚姻法で は ､ 姦通は夫婦感情破綻の例示事由で は な い ｡

14 孫暁梅 ｢ 伴侶有時比散人更危険｣ 中国婦女報1 99 8 年6 月2 6 日第 3 面 ｡

1 5 前掲注1 1 胡康生 ｢ 関干修改婚姻法的講話｣ を参照 ｡

1 6 徐安瑛 ｢修改婚姻法的輿論誤区｣ 遼寧日報2 0 0 0 年1 1月2 4 日第 3 面｡

1 7 徐安瑛 ･ 案文振『中国婚姻研究報告』3 0 5 頁 ､ 中国社会科学出版社 (2 00 2 年)

を参照 ｡

1 8 同前3 2 7 頁を参照 ｡

19 詳 しく は徐安瑛 ｢ 婚姻法修改的誤区 一

離婚限制｣ ､ 前掲注9 李銀河 ･ 馬憶南

1 87 - 1 8 8 頁を見よ ｡

20 L e e G . B n r e b ai n al (1 96 0) ｡ 馬克 ･ 赫徳爾 [ M a rk H u t e rl] ( 米国) 『変動中

的家庭
一

跨文化的透視』 斬江人民出版社 (1 9 88 年) ､ W . ∫. 古徳 [ w illi a m ∫.

G o od e] ( 米国) 『家庭』 社会科学文献出版社 (1 9 86 年) ｡

2 1 同前｡

2 2 前掲注19 徐安瑛189 頁を参照｡

23 同前 ｡

2 4 こ の研究で は さ らに 次の こ とが 明らか に な っ て い る ｡ 中国の単親家庭 は西洋

諸国の もの と ちが い ､ 次の 特色 をも っ て い る ｡ 監護人 の 絶対多数が女性とい う

の で は な い ｡ 男性を監 護人とする方が女性の 場合よりも多い (特 に農村 に お い

て は そう で ある) ｡ 女性は その ほ とん どが結婚後も働き続ける た め ､ 給与収入

や労働保険 ･ 福祉 の 面 で 男性との 差が相対的に か なり小 さく ､ 経済力が相対的

に 強 い 夫 との 離婚 に よ っ て 離婚後に生 活水準が 下が る とい っ ても ､ その 下 降の
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一
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また は放蕩な どで義務を果たさなか っ た夫と別れた結果 ､ 経済的困窮は緩和さ

れて い る ｡ 扶養費を支払わな い 従業員 に村して は ､ 関係組織が法律にもと づき

行政管理手段 を運用 して裁判所の執行に協力する の であり ､ 子 どもの 経済的利

益 を守る面 で は独特の効果と経験を有して い る ｡

2 5 前掲注1 7徐安瑛 ･

葉文振25 4
-

2 79 頁 を参照 ｡

2 6 詳 しく は ､ 李 銀河 ｢在修改婚姻法時要警傾倒退｣ ､ 前掲注9 李銀河 ･ 馬憶南
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